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チ
ャ
レ
ン
ジ！

の
志
々
目
愛
さ
ん
が
柔
道
世
界
選
手
権

の
女
子
52
㌔
級
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
な

ど
、
う
れ
し
い
話
題
の
多
か
っ
た
１
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
〝
本
市

が
持
つ
３
つ
の
宝
〟
す
な
わ
ち
「
農
林

畜
産
業
」「
地
の
利
」「
人
間
力
あ
ふ
れ

る
子
ど
も
た
ち
」
を
輝
か
せ
る
取
り
組

み
と
併
せ
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
」「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
」

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
」「
本

市
の
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
の
更
な
る
推
進
」

な
ど
の
施
策
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、

東
洋
経
済
新
報
社
が
昨
年
発
表
し
た

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」

都
　
城
　
市
　
長

た
か 

　
　
　
ひ
さ

元
気
な
都
城

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で

市
内
の
和
牛
肥
育
農
家
の
出
品
し
た
都

城
産
宮
崎
牛
が
「
肉
牛
の
部
・
第
８
区
」

で
優
等
首
席
と
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
栄

誉
を
受
け
、
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
度
国
民
体
育
大

会
宮
崎
大
会
に
向
け
て
、
県
立
陸
上
競

技
場
を
本
市
に
整
備
す
る
こ
と
を
宮
崎

県
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
本
市
出
身

ま
す
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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で
、
南
九
州
28
市
の
中
で
２
年
連
続
総

合
１
位
と
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
は
、「
農
林
畜
産
業
」
の
振
興
で

は
、
６
次
産
業
化
や
農
業
後
継
者
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
地
の
利
」
の
拡
大
で
は
、
都
城
志

布
志
道
路
の
梅
北
Ｉ
Ｃ
・
金
御
岳
Ｉ
Ｃ

間
が
２
月
に
、
鹿
児
島
県
の
有
明
北

I
C
・
有
明
東
Ｉ
Ｃ
間
が
３
月
に
、
来

年
度
に
は
平
塚
Ｉ
Ｃ
・
南
横
市
Ｉ
Ｃ（
仮

称
）
間
が
開
通
し
、
全
区
間
の
約
５
割

納
税
が
平
成
27
・
28
年
度
寄
附
件
数
・

寄
附
金
額
と
も
に
２
年
連
続
で
日
本
一

と
な
り
、こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

宮
崎
日
日
新
聞
賞
「
産
業
賞
」
を
受
賞
。

さ
ら
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
促
進
と
併
せ
て
総
務
大
臣
表
彰
も
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
４
月
に
は
図
書
館

な
ど
が
入
る
中
心
市
街
地
中
核
施
設

「
Ｍ
ま

る

Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
ま

る

Ａ
Ｌ
Ｌ
」
が
、
今
秋
に

は
早
水
公
園
内
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
武

道
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、
多
く

の
皆
様
が
楽
し
む
環
境
を
整
え
、
賑
わ

が
開
通
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
本

整
備
事
業
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
大

規
模
災
害
時
の
後
方
支
援
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
北
消
防
署
を
高
木
町
に
新

築
移
転
し
ま
し
た
。

　
「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」

の
育
成
で
は
、
学
力
向
上
対
策
や
国
際

感
覚
豊
か
な
人
材
育
成
の
た
め
の
中
学

生
の
海
外
派
遣
、「
ふ
る
さ
と
給
食
」

に
よ
る
食
育
と
愛
郷
心
の
醸
成
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
本
市
の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
の
更

な
る
推
進
」
で
は
、
本
市
の
ふ
る
さ
と

い
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、「
南
九
州
の
拠

点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
確

立
」
と
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ

イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
の
実
現
」
に
向
け
、

引
き
続
き
〝
本
気
で
挑
戦
〟
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

●「農林畜産業」の振興
6 次産業化を推進し、「儲かる農業」を実現。地場産品の高
付加価値化と販路開拓により、地域産業の振興を図ります。
●「地の利」の拡大
都城志布志道路の早期全線開通や基幹道路の整備を推進。「物
流拠点都市」「後方支援都市」の機能をさらに強化します。
●「人間力あふれる子どもたち」の育成
ALTや図書館サポーターの増員、少人数指導の講師の配置
などで学力向上を図るとともに、海外交流や地域行事への参
加などを通して、「人間力」あふれる人材を育成します。

●中心市街地の活性化
新たな中心市街地中核施設「M

ま る

ALLM
ま る

ALL」の活用や、空
き店舗の再生などリノベーションによるまちづくりを推進
し、まちの賑わいを創出します。
●県立陸上競技場の整備
県と連携して県立陸上競技場の整備を進めるとともに、関係
機関と連携してアスリートなどの育成支援に取り組みます。
●早水公園の整備
体育施設の集約によりスポーツ環境を整え、災害拠点施設と
しても活用できる、サブアリーナと武道場を整備します。
●子ども・子育て支援
ライフステージごとに、きめ細かに子育てを支援。未来の都
城を担う子どもたちが、健やかに育つ環境を整備します。
●仕事と子育ての両立支援
放課後児童クラブの拡充など、仕事と子育てを両立できる環
境づくりに取り組みます。
●市民の健康増進
こけないからだづくり講座の推進による介護予防や、各種健
康診査の受診率向上などに取り組みます。
●移住・定住の推進
インターンシップや就職座談会、企業巡見などの就職・雇用
支援で移住・定住を推進します。

●コンビニ交付サービスの提供
住民票の写しや印鑑登録証明書などを手軽に取得できるサー
ビスを提供します。
●職員の接遇向上
民間トップレベルの接遇を目指します。

●ふるさと納税の取り組みの強化
「肉と焼酎のふるさと・都城」を広くPRするため、ふるさと
納税の取り組みを強化します。
●スポーツ・文化団体の合宿誘致
団体合宿を支援し、積極的な誘致に取り組みます。
●対外的PRの更なる推進
PR連携店と協力し、本市のさらなるPRに取り組みます。

輝きを増す「３つの宝」

市民サービスの更なる向上！

「肉と焼酎のふるさと・都城」の対外的PRの更なる推進 !

重要施策の推進！
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本
市
に
期
待
さ
れ
る
後
方
支
援
の
役
割

　

南
九
州
の
中
心
に
位
置
す
る
本
市
は
、

九
州
縦
貫
自
動
車
道
宮
崎
線
や
国
道
10

号
な
ど
に
加
え
、
整
備
が
進
む
都
城
志

布
志
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
懸
念
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
災

時
、
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
燃
岳
噴
火
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
災

害
対
応
の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
、
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら「
防
災
・

減
災
」
拠
点
と
し
て
の
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
最
先
端
の
消
防
施
設

　

新
北
消
防
署
は
、
消
防
署
機
能
を
大

規
模
災
害
の
発
生
直
後
か
ら
72
時
間
継

続
運
用
で
き
る
自
家
発
電
設
備
と
、
受

水
槽
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
初
と
な
る
専
用
の
自
家

給
油
所
を
設
置
。
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
を

備
蓄
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
に
消
防
車

両
な
ど
へ
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
火
災
や
救
急
、

救
助
な
ど
の
現
場
を
擬
似
的
に
再
現
し

て
訓
練
で
き
る
屋
内
・
屋
外
訓
練
施
設

も
整
備
し
ま
し
た
。

　

新
北
消
防
署
の
最
先
端
の
消
防
施
設

を
活
用
し
て
、
消
防
職
員
の
技
術
向
上

を
図
る
こ
と
で
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

後
方
支
援
の
た
め
の
総
合
的
な
災
害
対

応
力
の
強
化
が
実
現
し
ま
す
。

災
害
対
応
力
と
後
方
支
援
機
能
の
強
化

新
北
消
防
署
始
動
！

　

災
害
に
強
い
耐
震
構
造
の
庁
舎
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
後
方
支
援
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
北
消
防
署

が
こ
の
ほ
ど
高
木
町
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
日
向
灘
沿
岸
３
市
（
宮
崎
市
、日
南
市
、

串
間
市
）
の
後
方
支
援
を
行
う
本
市
の
役
割
と
併
せ
て
、
新
北
消
防
署
の
機
能
や
役

割
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
局
総
務
課　

☎
22

−
8
8
8
2

←熊本・鹿児島方面

↑至高原 ↑至宮崎

↓至鹿児島

　朝霧の里
●みやこんじょ

●沖水
　市民
　広場

沖水●
小学校　

●
旧北消防署

新北消防署

宮崎・大分方面→宮崎自動車道

10

221
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【施設概要】
●所在地　高木町6739番 1
●敷地面積　 1 万1,890㎡
●総事業費　10億5,795万円
●財源
　◎消防施設等整備基金  ９ 億2,535万円
　◎合併特例債　9,680万円
　◎ふるさと応援基金
　　（ふるさと納税の寄附金を活用）　3,580万円

【建物および構築物】
庁舎棟（ 2 階建）1,829.45㎡（屋内訓練場、副塔 ３ 階建含む）
訓練塔（ 3 階建）　 288.62㎡
・急傾斜地訓練、暗中検索訓練、共同住宅想定訓練など、
　各種訓練が可能な施設
【後方支援拠点機能】
・自家発電設備（72時間運転）
・受水槽設備（飲料水タンク　4,000Ｌ）
・自家給油所（ガソリン・軽油　各 1 万5,000Ｌ）
・緊急消防援助隊の集結地、隊員の宿営地（約4,000㎡）

12月17日、関係者や地域住民 110人が参加して落成式
を実施。新北消防署の始動を祝いました。
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進む後方支援のための連携強化
宮崎県防災救急ヘリ「あおぞら」との連携

　本県は森林が76％を占め、医療や道路整備が十分で
ない地域もあります。このような状況から、県全域を

対象に、上空か
らの救助や救急、
消火など迅速な
消防防災活動が
できるよう、平
成17年から防災
救急ヘリコプター

「あおぞら」が運

用を開始。さらに、平成28年 2 月からは、宮崎大学医
学部附属病院救急救命センターとの連携体制が構築さ
れています。
　市消防局では、｢あおぞら｣ に搭乗する隊員を派遣す
るとともに、消防隊や消防団の連携訓練を毎年実施。
市民の皆さんの安全・安心を守るために、いつ起こる
か分からない災害や事故に備えています。
　宮崎県防災救急航空センターでは、施設見学を受け
付けています。「あおぞら」の機体見学や活動などを学
んで、防災意識の向上に役立ててみませんか。
◎問い合わせ　宮崎県防災救急航空センター（宮崎空港内）
　　　　　　　☎ 0985－56－0586

新北消防署の設備などを紹介します
災害対応力を大幅に強化 !

　市の防災拠点施設として、また
後方支援拠点施設として重要な役
割を担う新北消防署。災害時に十
分な体制を維持できるよう耐震構
造を採用しています。そのほか、
非常用発電施設や給油施設など各
種設備を備えています。

配備車両屋内訓練場と自家発電設備など

受水槽
飲用水4,000Lを常時備蓄

屋外訓練場
通常訓練のほか、災害時は緊急消
防援助隊などの宿営地に利用

自家給油所（県内初）
ガソリンと軽油をそれぞれ 1 万
5,000L備蓄可能

屋内訓練場内部
雨天時でも継続的な訓練が可能

訓練塔
急傾斜地に特化した訓練が可能

自家発電設備
72時間連続稼動が可能

TOPIC
トピック
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地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
を
迎
え
節
目
の
年
と
な
る
本
年
度
、
地
方
自
治
の
意
義

と
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
一
層
の
発
展
と
地
方
自
治

の
進
展
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
式
典
で
、
栄
え
あ

る
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－
７
１
６
１

ル
。
こ
の
取

り
組
み
を
積

極
的
に
拡
充

し
な
が
ら
、

平
成
27
・
28

年
度
と
も
に

寄
附
件
数
・

寄
附
金
額
で

日
本
一
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
に
は
、
返
礼

品
の
協
力
事
業
者
ら
が
主
体
と
な
っ
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会
」
を
設

立
。
本
市
の
対
外
的
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の

品
質
向
上
、
普
及
啓
発
活
動
、
地
域
貢

献
活
動
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
ら
な
い

販
路
開
拓
活
動
な
ど
、
全
国
的
に
見
て

も
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
寄

附
金
は
、
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
な

　

11
月
20
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
千
代
田
区
）
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
の
下
、
地
方
自
治
法
施
行
70
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
式
典
で
本
市
は
、
平
成
27
・
28
年

度
、
２
年
連
続
日
本
一
の
寄
附
件
数
と

寄
附
金
額
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税

」
と
、
全
国
市
区
１
位
の
申
請
率
・
交

付
率
と
な
っ
て
い
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
栄
え
あ
る
総
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

２
年
連
続
日
本
一
！

都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
の
た
め

の
主
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
返
礼
品
を

「
肉
と
焼
酎
」
に
特
化
し
て
平
成
26
年

10
月
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ど
の
大
き
な
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
子
育
て
支
援
や
農
林
畜
産
業
の
振

興
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
市
区
1
位
の
普
及
促
進

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
り
組
み

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

を
目
的
に
、
全
国
初
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
補
助

を
発
案
し
、
庁
舎
内
に
専
用
の
推
進
窓

口
を
設
置
。
そ
の
他
、
企
業
や
商
業
施

設
を
巡
回
し
、申
請
を
補
助
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
普
及
を
図
っ
た
結
果
、
カ
ー

ド
交
付
率
は
、
平
成
29
年
11
月
末
現
在

で
23
・
15
㌫
に
達
し
、
全
国
の
市
区
で

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本

市
の
独
自
施

策
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
電

子
母
子
手
帳

サ
ー
ビ
ス
を

九
州
で
初
め

て
導
入
。
そ
の
他
に
も
、
民
間
企
業
や

金
融
機
関
と
連
携
し
た
「
温
泉
ポ
イ
ン

ト
２
倍
サ
ー
ビ
ス
」
や
、
「
子
育
て
応

援
ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇
」
を
実
現
す
る

な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
付
加

価
値
向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

担当者の喜びの声Voice

　今回の総務大臣表彰の栄誉は、池田市長の強
力なリーダーシップの下、担当職員が一丸と
なって取り組んだ結果だと考えています。これ
まで、マイナンバー普及推進に協力をいただい
た市民の皆さんや、ふるさと納税振興協議会に
加盟している事業者の皆さんに、今回の受賞報
告ができたことを大変うれしく思います。
　全国の市町村が抱える課題はさまざまです
が、その先頭に立って地方自治を推進できるよ
う、これからも、全職員が一丸となって業務にま
い進していきます。（総合政策課　東安幸 課長）

総合政策課ふるさと納税担当・マイナンバー担当メンバー
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２
０
１
７
年
の
主
な
出
来
事

１
月

・
都
城
島
津
邸
で
公
開
承
認
施
設
認
定

記
念
展
「
島
津
の
至
宝
」
を
開
催

２
月

・
都
城
市
台
湾
訪
問
団
が
本
市
の
観
光

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

・
中
郷
村
・
都
城
市
合
併
50
周
年
記
念

式
典
が
開
催

３
月

・
熱
気
球
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
が

開
催

４
月

・
本
市
初
の
女
性
消
防
士
が
誕
生

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

５
月

・
大
阪
府
泉
佐
野
市
と
「
特
産
品
相
互

取
扱
協
定
」
を
締
結

７
月

・
大
島
畠
田
遺
跡
歴
史
公
園
が
オ
ー
プ
ン

・
ふ
る
さ
と
納
税
が
寄
附
件
数
・
寄
附

金
額
と
も
に
２
年
連
続
日
本
一
に

・
中
心
市
街
地
中
核
施
設
の
愛
称
を

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ（
ま
る
ま
る
）」

に
決
定

８
月

・
中
学
生
海
外
交
流
事
業
で
市
内
の
中

学
生
20
人
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣

・
志
々
目
愛
選
手
が
柔
道
世
界
選
手
権

女
子
52
㌔
級
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
く

・
西
山
久く

瑠る

美み

さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
着
任

2017回顧録

　2017年は、早水公園体育文化センター弓道場や、新しい北消防署が完成するなど、市民サービス向上の
基盤の整備が進んだ 1年でした。また、全国和牛能力共進会「肉牛の部・第8区」での優等首席と内閣総
理大臣賞の受賞や、柔道世界選手権で本市出身の志々目愛選手が女子52㌔級で金メダルに輝くなど、明る
い話題の多かった1年でもありました。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎ 23－3174
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９
月

・
県
立
陸
上
競
技
場
の
整
備
予
定
地
が

本
市
山
之
口
町
に
決
定

・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会「
肉
牛
の
部
・

第
８
区
」
で
優
等
首
席
と
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞

・
大
内
康
勢
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任

・
市
営
駒
発
電
所
の
改
修
工
事
が
完
了

10
月

・
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で
、
地
元

農
畜
産
物
を
使
っ
た
「
ふ
る
さ
と
給

食
」
を
実
施

・
防
衛
大
臣
感
謝
状
の
表
彰
団
体
に
本

市
が
選
定

・
本
市
ふ
る
さ
と
納
税
が
宮
崎
日
日
新

聞
賞
「
産
業
賞
」
を
受
賞

11
月

・
久
保
輝て
る

己み

さ
ん
、
蓑み
の

部べ

樹た
つ

生お

さ
ん
、

竹
原
由
紀
子
さ
ん
が
都
城
市
文
化
賞

を
受
賞

・
都
城
工
業
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、都
城
商
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
春
高
バ
レ
ー
出
場
が
決
定

・
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式
典

で
本
市
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

12
月

・
高
城
小
学
校
の
創
立
１
５
０
周
年
記

念
式
が
開
催

・
都
城
商
業
高
校
森
遼
大
朗
投
手
が
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と
契
約

2017年を振り返って ２月

3月

6月

8月

10月

11月

市民交流団モンゴル訪問を 9 年ぶり
に実施

焼肉カーニバルと花火大会に5万人
が来場

早水公園体育文化センター弓道場が
完成

御池小学校が3月末で休校

北消防署を高木町に新築移転 山之口麓文弥節人形浄瑠璃の定期公
演が100回を迎える

　臨床検査技師と
して働く中で「命
を守りたい」との
強い思いから消防
士を目指し、今年
4 月に消防局に入
局。半年間の消防
学校での教育訓練
を経て、10月から

念願の消防士として働いています。
消防学校は、厳しい訓練の毎日でし
たが、同期の仲間や家族に支えられ、
体力・精神力ともに鍛えられました。
女性ならではの気配りを大事にしな
がら、市民の皆さんの安心・安全の
ためにがんばります。

　実家が 6 次産業
化に携わっていた
ことと、農業が盛
んで祖父母も住む
都城で地域活性化
の役に立ちたいと
の思いから、9 月
に地域おこし協力
隊として着任しま

した。高崎町の大牟田農産加工セン
ターで、販路開拓や新商品開発など
を担当。職場の皆さんに温かく接し
てもらい、充実した毎日を過ごして
います。東京で働いていた頃のつな
がりを生かして、都城の魅力を市外
に発信していきたいです。

北消防署　警防救助隊

杉村 和
わ ち よ

千代さん

地域おこし協力隊
大内　康

やす

勢
なり

さん
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地方交付税
193億7,912万円

21.7% 

市税
192億3,298万円

21.5% 

国庫支出金
133億6,179万円

15.0% 

寄附金
73億4,670万円

8.2% 

県支出金
68億2,113万円

7.6% 

繰入金
61億3,785万円

6.9% 

市債
52億2,624万円

5.9% 

その他
118億800万円

13.2% 

歳入
決算総額
893億1,381万円

民生費
307億7,598万円

35.1%

総務費
223億5,254万円

25.5%

公債費
81億6,417万円

9.3%

土木費
76億4,659万円

8.7%

商工費
32億7,971万円

3.7%

消防費
21億4,734万円

2.5%

その他
6億3,455万円

0.7%

教育費
45億9,640万円

5.2%

衛生費
41億6,642万円

4.8%

農林水産業費
39億2,636万円

4.5%
歳出
決算総額
876億9,006万円

財政状況
都城市の

平成28年度一般会計決算
　歳入から歳出を引いた形式収支は16億2,375万円の黒字、次年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収
支は13億1,862万円の黒字となりました。

　市では、皆さんが納めた税金などがどのように使われているのかをお知らせするために、年に 2回財政
状況を公表しています。
　今回は、平成28年度の決算状況と平成29年度の予算（9月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　一般会計・特別会計について　　　　　財政課　　　　　　☎ 23－ 2113
　　　　　　　企業会計（上・下水道事業）について　上下水道局総務課　☎ 23－ 4510

平成28年度決算状況 平成28年度末市債の状況

会計名 歳入 歳出 市債残高 うち交付税措置額 実質負担額
一般会計 893億1,381万円 876億9,006万円 750億2,290万円 577億9,345万円 172億2,945万円 

特別
会計 

国民健康保険 242億8,282万円 234億1,668万円 ― ― ―
介護保険 169億8,557万円 166億3,879万円 ― ― ―
下水道事業 29億5,564万円 29億3,836万円 196億8,183万円 91億2,668万円 105億5,515万円 
後期高齢者医療 19億9,860万円 19億9,308万円 ― ― ―
農業集落下水道事業 5億9,260万円 5億6,991万円 34億3,959万円 19億8,667万円 14億5,292万円 
簡易水道事業 4億6,657万円 4億6,637万円 12億7,416万円 1億7,580万円 10億9,836万円 
工業用地造成事業 4億   680万円 4億   680万円 1億6,554万円 ― 1億6,554万円 
電気事業 3億    511万円 3億   333万円 3億   160万円 ― 3億   160万円 
食肉センター 1億    671万円 1億   671万円 4億1,389万円 ― 4億1,389万円 
御池簡易水道事業 9,158万円 9,158万円 3億6,107万円 7,984万円 2億8,123万円 
公設地方卸売市場事業 7,522万円 7,522万円 6,147万円 ― 6,147万円 
整備墓地 3,147万円 3,147万円 1億6,242万円 ― 1億6,242万円 

企業
会計

水道事業（収益的） 23億4,490万円 20億8,473万円
91億5,661万円

－
91億5,661万円

水道事業（資本的） 4億8,252万円 13億1,252万円 －

※交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとしている額です。
　また、水道事業の不足額は、留保資金などで補てんしています。
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市税
185億191万円 
21.4%

地方交付税
169億4,466万円 
19.6%

国庫支出金
132億3,994万円 
15.3%

繰入金
108億1,939万円 
12.5%

市債
70億4,319万円 
8.2%

県支出金
66億6,812万円 
7.7%

地方消費税交付金
29億3,093万円 
3.4%

その他
101億8,446万円 
11.9%

歳入
予算総額
863億3,260万円

民生費
317億8,277万円
36.8%

総務費
151億7,530万円
17.6%

公債費
90億6,120万円
10.5%

土木費
84億7,466万円
9.8%

農林水産業費
37億9,432万円
4.4%

消防費
25億204万円
2.9%

その他
7億9,543万円
0.9%

商工費
59億5,200万円
6.9%

衛生費
44億4,759万円
5.2%

教育費
43億4,729万円
5.0%

歳出
予算総額
863億3,260万円

都城市の家計簿　平成28年度一般会計決算を、月額20万円の家計に置き換えると…

平成29年度一般会計予算（９月補正時点）
　当初予算（804億6,000万円）と比較して、58億7,260万円の増額となっています。

収　入
項　　目 金　額 割　合

給与

うち基本給（市税など） 82,124円 41.1％

うち諸手当（国・県支出金、
地方交付税など）

88,591円 44.3％

前月給与の残り（繰越金） 3,838円 1.8％

預貯金の取りくずし（繰入金） 13,744円 6.9％

ローン借り入れ（市債） 11,703円 5.9％

支　出
項　　目 金  額 割　合

食費（人件費） 24,709円 12.4%

医療費、保育料（扶助費） 44,873円 22.4%

光熱水費、日用雑貨など（物件費） 32,614円 16.3%

家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 21,108円 10.6%

子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 33,562円 16.8%

住宅ローン返済（公債費） 18,282円 9.1%

預貯金（積立金） 21,216円 10.6%

翌月への繰越 3,636円 1.8%

【歳入】
● 地方交付税… 国税のうち所得税や法人税、酒税、消費税の一部および地方法人税を、一定の基準で国が交付する税
● 市税…個人・法人市民税や固定資産税など
● 国・県支出金… 特定目的事業の財源となる国・県の補助金など
● 市債… 建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金
● 繰入金… 一般会計、特別会計などの会計間で相互にやりとりする資金
【歳出】
● 民生費… 高齢者や児童、障がい者などの福祉全般の事業経費
●総務費…選挙や戸籍、税務、庁舎管理などの経費
● 公債費… 市が発行した市債（借金）返済のための経費
●土木費…道路や公園整備、住宅管理などの経費

● 一般会計…道路整備やごみ収集、福祉サービスの提供などの事業を行うための会計
● 特別会計…介護保険事業や国民健康保険事業など、特定の収入（保険料や使用料など）でその仕事を賄う会計
● 企業会計…その仕事自体に収益（使用料）があり、その収益で支出を賄う独立採算制の会計
● 形式収支…歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた額
● 実質収支…形式収支から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額

●衛生費…保健衛生や清掃などの経費
● 教育費… 教育や文化財保護、スポーツ振興

などの経費
● 農林水産業費…農業や林業などの経費

用
語
解
説



　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
公

共
施
設
な
ど
の
利
用
者
カ
ー
ド
が
一
枚

に
ま
と
め
ら
れ
る
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
の
物
産
な

ど
が
購
入
で
き
る
「
地
域
経
済
応
援
ポ

イ
ン
ト｣

に
交
換
す
る
な
ど
、
地
域
の

消
費
拡
大
を
目
的
に
国
が
進
め
て
い
る

事
業
で
す
。
今
回
は
、
本
市
で
の
活
用

法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

−

７
１
６
１

本
市
で
の
活
用
法

図
書
館
で
の
利
用

　

今
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
し
い
市
立

図
書
館
で
も
、
本
の
貸
し
出
し
カ
ー
ド

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

で
地
域
の
物
産
を
購
入

　

セ
ゾ
ン
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
Ａ
Ｎ

Ａ
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
を
、
地
域
経
済
応

援
ポ
イ
ン
ト
（
都
城
ポ
イ
ン
ト
）
に
交

換
。
物
産
の
購
入
や
温
泉
の
入
浴
料
、

施
設
の
入
館
料
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
な
お
、
交
換
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
施
設

　
「
道
の
駅
」
都
城
、
道

の
駅
山
之
口
、
青
井
岳
温

泉
、
観
音
さ
く
ら
の
里
、

か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
、
市
立
美
術
館
、
都

城
島
津
邸

「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
で
都
城
を
応
援

　
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス｣

は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
地
域
の
物
産
を
購
入

で
き
る
通
販
サ
イ
ト
で

す
。
本
市
自
慢
の
「
日
本

一
の
肉
と
焼
酎
」
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
後
、「
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
」
を
設
定
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
は
自
分
で
設
定

で
き
る
ほ
か
、
商
工
政
策
課
（
市
役
所

本
館
５
階
）
で
設
定
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
つ
く
る
豊
か
な
暮
ら
し

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入
及
び
活
動
参

加
を
促
進
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入
と

活
動
参
加
を
促
し
、
地
域
住
民
が
支
え

合
い
な
が
ら
健
や
か
に
生
活
で
き
る
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
平
成
29

年
12
月
に
「
都
城
市
自
治
公
民
館
加
入

及
び
活
動
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
目
的
と
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課　

☎
23

−

７
１
４
６

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化

　

地
域
社
会
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
自
治
公
民
館
で
す
が
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
で
、
地
域
社
会
に
対
す
る
住
民

の
関
心
や
相
互
の
つ
な
が
り
は
希
薄
化

し
て
い
て
、
活
動
に
参
加
す
る
地
域
住

民
が
減
少
し
、
地
域
社
会
の
衰
退
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
災
害
に
備
え
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
自
治
公
民
館
活
動
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
で
は
、
自
治
公
民
館
へ
の
加
入

と
活
動
参
加
の
促
進
を
目
的
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
概
要

　

条
例
で
は
次
の
３
つ
を
基
本
理
念
に

定
め
て
い
て
、
地
域
住
民
や
自
治
公
民

館
、
事
業
者
、
市
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
確
に
し
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
健
や

か
に
生
活
で
き
る
ふ
る
さ
と
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

・
支
え
合
い
、
助

け
合
い
の
精
神

に
基
づ
い
て
、

地
域
住
民
相
互

の
つ
な
が
り
を

強
め
る

・
自
治
公
民
館
へ

の
加
入
や
活
動

参
加
は
、
地
域

住
民
の
多
様
な

価
値
観
お
よ
び

自
主
性
を
最
大

限
に
尊
重
す
る

・
地
域
住
民
、
自

治
公
民
館
、
事
業
者
お
よ
び
市
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
お
互

い
が
理
解
し
、
連
携
を
図
り
協
働
す

る

　

条
例
の
詳
し
い
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

12広報 都城 平成30年 1 月号



【問い合わせ】　都城市選挙管理委員会　☎23-7864

都城市議会議員選挙

投票所・時間 投票所入場整理券に記載されている会場
※投票時間は会場ごとに異なります。投票所入場整理券（はがき）で確認ください

あなたの大切な１票を投じてください !

　投票日当日に、仕事や冠婚
葬祭、レジャーなどの用事で
投票に行けない場合、期日前
投票ができます。なお、期日
前投票所では、住んでいる地
区以外でも投票ができます。 南九州大学（立野町） 1 月24日㈬・25日㈭ 10時～17時

期 日 前 投 票 所 期 間（ 期 日 ） 時 　 間

西岳地区公民館

コミュニティセンター
総合支所（山之口、高城、高崎）
山田総合センター
地区公民館（沖水、志和池、庄内、中郷） 1 月22日㈪～27日㈯

8時30分～18時

8時30分～20時

イオンモール都城駅前（栄町）
10時～21時
※27日㈯は20時まで

大塚営農研修館15時30分～17時

上川内自治公民館（中村分館）1月24日㈬ 13時～14時30分

下川内自治公民館9 時30分～11時

荒川内自治公民館15時30分～17時

渡司自治公民館1 月23日㈫ 13時～14時30分

後川内農業者集会所9 時30分～11時

移動期日前投票所を開設します！

　市の公用車で期日
前投票ができる「移
動期日前投票所」を、
今回の選挙から導入
します。対象は西岳
地区の一部です。ぜ
ひ、利用ください。

期日前投票も
利用ください！

時 　 間 場 　 所日  程
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子
ど
も
ら
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

全
国
の
塗
装
施
工
業
者
ら
が

社
会
貢
献
を
目
的
に
組
織
す
る

「
闘と
う

魂こ
ん

ペ
イ
ン
タ
ー
ズ
」
に
よ

る
遊
具
塗
装
が
11
月
25
日
、
母

智
丘
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
組
織
に
加
盟
す
る
市
内
事
業

者
の
呼
び
掛
け
で
、
資
材
メ
ー

カ
ー
の
関
係
者
な
ど
13
人
が
参

加
。
参
加
者
ら
は
寒
空
の
下
、

園
内
の
遊
具
一
つ
一
つ
を
手
際

よ
く
塗
り
直
し
て
い
ま
し
た
。

代
表
の
深
港
洋
人
さ
ん
は
「
塗

装
の
傷
み
が
進
ん
だ
遊
具
も
あ

っ
た
の
で
、
安
全
に
も
配
慮
し

な
が
ら
丁
寧
に
作
業
し
た
。
多

く
の
子
ど
も
と
家
族
に
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
、
遊
具
で
元
気

に
遊
ぶ
子
ど
も
ら
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

１
５
０
年
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
誓
い

高
城
小
学
校
の
創
立
１
５
０

周
年
を
祝
う
式
典
が
11
月
26
日
、

同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
元
年
1
月
に
創
立
さ

れ
て
以
来
、
多
く
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
き
た
同
校
の
１
５

０
年
を
祝
お
う
と
、
在
校
生
や

教
職
員
、
地
域
住
民
ら
５
０
０

人
が
参
加
。
在
校
生
を
代
表
し

て
６
年
生
全
員
が
「
先
輩
た
ち

が
育
て
て
き
た
高
城
小
学
校

を
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
た

い
」
と
、
群
読
で
あ
い
さ
つ
。

式
典
終
了
後
の
記
念
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
第
36
回
全
日
本

小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
、
同
校

吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披
露
し
、

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
に

女
性
の
た
め
の
骨
こ
つ
健
康

教
室
が
11
月
29
日
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。骨
が
も
ろ
く
な
る
病
気「
骨

粗
し
ょ
う
症
」
の
危
険
性
や
予

防
法
を
講
話
で
学
び
、
骨
量
を

上
げ
る
た
め
の
調
理
実
習
や
運

動
指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
の
教

室
。
今
回
は
、
市
保
健
師
の
講

話
の
後
、
介
護
予
防
運
動
指
導

者
の
山
下
美
幸
さ
ん
に
よ
る
運

動
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
、
童
謡
「
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
」
に
合
わ
せ
た
ボ
ー
ル
運
動

や
、
屈
伸
運
動
な
ど
に
悪
戦
苦

闘
。
全
員
で
輪
に
な
っ
て
行
う

運
動
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

高城小学校創立150周年記念式典

女性のための骨こつ健康教室

母智丘公園遊具塗装ボランティア

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
推
進

都
城
地
区
交
通
安
全
対
策
協

議
会
の
作
成
し
た
箸
袋
の
贈
呈

式
が
11
月
24
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
、
宮
崎
県
飲
食
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
都
城
支
部
に
10
万

枚
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

12
月
と
1
月
は
飲
酒
運
転
検
挙

者
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
忘
年

会
や
新
年
会
で
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
訴
え
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ

な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
よ
う

と
企
画
。
贈
呈
を
受
け
た
同
組

合
の
天て
ん

水み
ず

富
士
雄
都
城
支
部
長

は
「
来
店
す
る
全
て
の
人
に
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
の
誓
い
を
心

に
刻
ん
で
ほ
し
い
。
飲
酒
運
転

が
な
く
な
る
よ
う
、
有
効
に
活

用
し
た
い
」
と
力
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

飲酒運転根絶箸袋贈呈式

国
民
の
安
全
を
守
る
隊
員
ら
の
勇
姿

11
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
都
城
駐
屯
地
開

設
66
周
年
と
第
43
普
通
科
連
隊

創
隊
55
周
年
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。11
月
25
日
は
、50

年
ぶ
り
に
市
中
パ
レ
ー
ド
を
開

催
。
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
市
民

や
家
族
ら
が
見
守
る
中
、
都
城

駐
屯
地
前
の
県
道
約
２
０
０
㍍

を
隊
員
４
０
０
人
と
車
両
20
台

が
力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。
広

報
を
担
当
す
る
長
野
英
樹
３
等

陸
尉
は
「
自
衛
隊
活
動
の
意
義

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
自
衛
隊
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
手
応
え
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

陸上自衛隊都城駐屯地記念行事
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郷
土
の
宝
を
守
り
伝
え
る

都
城
民
俗
芸
能
祭
が
12
月
３

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
保
存
・
継
承
さ
れ

て
い
る
民
俗
芸
能
の
発
表
の
場

と
し
て
、
都
城
市
民
俗
芸
能
保

存
連
合
会
が
毎
年
開
催
す
る
こ

の
催
し
。
今
年
は
市
内
の
６
団

体
が
、
踊
り
や
太
鼓
な
ど
、
地

域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
披
露

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
鹿
児

島
県
出
水
市
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

民
俗
芸
能「
高
尾
野
兵
六
踊
り
」

も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
大
川
原

紀
美
生
会
長
は
「
ふ
る
さ
と
の

素
晴
ら
し
い
宝
に
気
付
く
機
会

に
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

実
戦
を
想
定
し
プ
レ
ー
の
質
を
高
め
る

元
キ
ュ
ー
バ
代
表
選
手
の
モ

ー
リ
ス
・
ト
ラ
ル
バ
さ
ん
（
前

田
町
）
に
よ
る
小
学
生
を
対
象

に
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
12
月
９
日
、
都
城
運
動

公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。市
内
の
少
年
・
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
70

人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
サ
ー

ブ
や
ト
ス
、ア
タ
ッ
ク
な
ど
を
、

実
戦
を
想
定
し
た
丁
寧
な
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
集
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
香
田
蓮れ
ん

奈な

さ
ん（
祝
吉
小
６
年
）は「
相

手
を
見
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
な

ど
、
普
段
と
は
違
う
練
習
で
勉

強
に
な
っ
た
。
試
合
に
も
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
息
を
弾
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

肉
と
焼
酎
を
味
わ
う
メ
ニ
ュ
ー
が
完
成

「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・

都
城
」
な
ら
で
は
の
お
も
て
な

し
で
観
光
誘
客
を
図
る
ミ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
。
そ
の

目
玉
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー

の
お
披
露
目
会
が
12
月
15
日
、

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
ケ

ン
（
横
市
町
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
本

物
の
肉
と
焼
酎
を
味
わ
う
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
内
６
事
業

者
が
考
案
。
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ

リ
ア
ン
、
和
食
な
ど
、
各
店
舗

の
特
徴
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
、
本
市

に
宿
泊
す
る
ツ
ア
ー
な
ど
で
提

供
さ
れ
、
旅
行
客
に
本
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

生きがいふれあいフェスタ「山之口」

都城民俗芸能祭

元キューバ代表選手によるバレーボール教室

ミートツーリズムグランドメニューお披露目会

サ
ン
タ
は
名
パ
テ
ィ
シ
エ

お
菓
子
の
南
香（
甲
斐
元
町
）

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作

り
が
12
月
５
日
、
同
社
工
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
25
年
前
の

第
１
回
目
の
ケ
ー
キ
作
り
に
参

加
し
た
子
ど
も
ら
の
笑
顔
に
感

動
し
た
遠
武
弘
蔵
社
長
が
、
毎

年
続
け
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
。

今
年
は
、
ひ
か
り
園
の
園
児
と

保
護
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
ら
は
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
扮
し
た
同
店
の
パ
テ

ィ
シ
エ
に
教
わ
り
な
が
ら
、ケ
ー

キ
の
盛
り
付
け
な
ど
に
悪
戦
苦

闘
。
種た

子ね

田だ

瞬し
ゅ
ん

汰た

さ
ん（
４
歳
）

は「
ケ
ー
キ
を
初
め
て
作
っ
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま

た
作
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

クリスマスケーキ作り

学
び
を
深
め
、
成
果
を
披
露

地
域
住
民
の
日
頃
の
生
涯
学

習
活
動
な
ど
の
成
果
を
発
表
す

る
、
生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
「
山
之
口
」
が
12
月
３
日
、

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元

の
保
育
園
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
発
表
の
ほ
か
、
麓

小
学
校
人
形
サ
ー
ク
ル
の
５
・

６
年
生
が
、
６
月
か
ら
練
習
を

重
ね
て
い
る
山
之
口
麓
文
弥
節

人
形
浄
瑠
璃
の
演
目
を
披
露
。

会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

山
之
口
小
学
校
６
年
生
が
「
命

の
あ
り
が
と
う
～
山
之
口
か
ら

の
祈
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
平
和

学
習
で
深
め
た
、
平
和
へ
の
思

い
を
発
表
し
ま
し
た
。
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11
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
中

米
の
コ
ス
タ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｒ

Ｏ 

２
０
１
７
国
際
大
会
に
、
都
城
泉

ヶ
丘
高
等
学
校
附
属
中
学
校
（
泉
ヶ
丘

中
）
サ
イ
エ
ン
ス
部
の
田
口
大
輝
さ
ん

と
宮
元
颯
太
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ
は
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち

が
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
制
御
す
る
技
術
を
競
う
国
際
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
田
口

さ
ん
ら
は
、宮
崎
大
会
を
勝
ち
上
が
り
、

９
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
で
見
事
３
位
に
入
賞
。
国
際
大
会
出

場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

小
さ
な
頃
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
立

て
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
田
口

さ
ん
。
「
泉
ヶ
丘
中
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
れ
る
部
活
動
が
あ
る
」
と
同
校
へ
の

進
学
を
決
め
、
サ
イ
エ
ン
ス
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
部
活
で
の
活
動
の
傍
ら
、

小
学
５
年
生
の
頃
か
ら
通
っ
て
い
る
県

内
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
で
も
技
術
を
磨
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
元
さ
ん
は
技
術

者
に
憧
れ
て
い
て
、
物
理
や
物
づ
く
り

に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
サ
イ
エ
ン

ス
部
に
入
部
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

の
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

二
人
が
参
加
し
た
中
学
生
の
部
は
、

競
技
コ
ー
ト
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
色

を
セ
ン
サ
ー
で
識
別
し
な
が
ら
、
制
限

時
間
内
に
所
定
の
位
置
に
運
ぶ
な
ど
し

て
得
点
を
重
ね
順
位
を
競
う
競
技
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
事
前
に
準
備
で
き
る
も
の

の
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
は
競
技
時

間
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
際
大
会
出
場
を
決
め
た
後
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
軽
量
化
や
使
用
す
る
部
品
の
簡

素
化
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
部
活
以
外

の
時
間
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
の

手
順
を
覚
え
込
む
な
ど
、
大
会
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

国
際
大
会
に
は
、
世
界
各
国
か
ら
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
86
チ
ー
ム
が
出
場
。

モ
ー
タ
ー
や
部
品
の
使
い
方
な
ど
、
二

人
が
想
像
し
て
い
た
以
上
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
、
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

結
果
は
35
位
で
し
た
が
「
宇
宙
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
や
、
Ｉ
Ｔ
技

術
が
盛
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
高
い

レ
ベ
ル
の
技
術
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
刺
激
を
受
け
た
。
ま
た
、
一
緒
に

食
事
を
し
た
り
名
刺
を
交
換
し
た
り
し

た
こ
と
で
、
各
国
の
選
手
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
も
で
き
た
」
と
田
口
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

初
め
て
の
国
際
大
会
を
経
験
し
、
田

口
さ
ん
は
「
今
年
の
大
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
来
年
タ
イ
で
開
催
さ
れ

る
国
際
大
会
で
ト
ッ
プ
10
に
入
り
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
宮
元

さ
ん
は
「
勉
強
と
両
立
し
な
が
ら
、
来

年
の
大
会
で
も
結
果
を
出
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

WRO 2017 国際大会出場
右から
田口 大輝さん
宮元 颯太さん

（都城泉ヶ丘高等学校附属中学校２年）

16広報 都城 平成30年 1 月号



世
界
の
子
ど
も
た
ち
と

技
術
を
高
め
合
う
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ごみの収集日自動音声案内　 22-5374

18広報 都城 平成30年 1 月号

●
60
歳
以
上
世
帯
（
単
身
入
居
可
）

【
２
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
一
万
城
（
２
戸
）

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

初
年
度
の
家
賃
は
、
３
万
８
千
円
～

３
万
９
千
円
で
、
毎
年
千
円
ず
つ
加
算

【
４
Ｄ
Ｋ
】〔
高
崎
〕
特
定
公
共
賃
貸
中
央

（
３
戸
）

●
申
込
期
間

２
月
１
日
㈭
～
８
日
㈭　

17
時
ま
で

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
申
し

込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で

す
。
随
時
募
集
の
団
地
も
あ
り
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

－
３
１
０
５

　
　
　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
業
者

　

都
城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
給
食
用

の
一
般
物
資
や
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
を
納

入
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
契
約
期
間

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

●
要
件

① 

市
税
の
滞
納
が
な
く
特
別
徴
収
を
し
て

い
る
こ
と

② 

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
倉
庫
な
ど
を
所

有
し
（
市
内
で
調
達
困
難
な
物
資
を
有

す
る
事
業
者
は
除
く
）、
３
年
以
上
経

営
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

③ 

指
定
日
時
に
必
ず
納
入
で
き
、
か
つ
緊

急
時
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

　

２
月
５
日
㈪
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

２
月
19
日
㈪
ま
で
に
学
校
給
食
会
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
23

－

２
６
１
７

公
立
保
育
所
勤
務
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員
　
若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所

●
勤
務
時
間　

７
時
30
分
～
18
時
30
分
の

う
ち
１
日
７
時
間
45
分
（
臨
時
職
員
は
週

５
日
、
パ
ー
ト
職
員
は
週
２
～
３
日
）

※
臨
時
職
員
は
早
出
・
遅
出
、
土
曜
日
の

　

出
勤
あ
り

　

履
歴
書
と
保
育
士
証
の
写
し
を

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

市
営
住
宅
入
居
者

●
一
般
世
帯

【
３
Ｄ
Ｋ
】〔
本
庁
〕
西
之
前
（
１
戸
）、

内
堀
（
１
戸
）、
一
万
城
（
１
戸
）、
宮
丸

西（
２
戸
）、
今
町（
２
戸
）、
豊
満（
１
戸
）

〔
高
城
〕
第
２
石
山
（
１
戸
）〔
山
田
〕
万

ヶ
塚
第
１
（
１
戸
）、
西に
し

栫か
こ
い

第
２
（
２
戸
）

〔
高
崎
〕
高
崎
新
田
駅
前
（
１
戸
）

【
３
Ｋ
】〔
本
庁
〕
※
神
田
（
２
戸
）〔
高
城
〕

※
第
３
鳥
井
前
（
１
戸
）、
※
第
２
軍
神
原

（
１
戸
）、〔
山
田
〕
※
西
栫
第
２
（
１
戸
）、

※
万
ヶ
塚
第
２
（
２
戸
）

【
２
Ｋ
】〔
山
田
〕※
谷
頭
五
班
第
２（
１
戸
）

※ 

印
は
単
身
入
居
可
能
。
た
だ
し
、
60
歳

以
上
の
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
、
生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
入
所
者
な
ど
の
条
件
が
必
要

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
し
て
意
見
や

助
言
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以
上

72
歳
未
満
の
被
保
険
者
で
、
市
税
の
滞
納

が
な
く
、
市
議
会
議
員
で
な
い
人

●
定
員　

４
人

●
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31

日
（
３
年
間
）

●
会
議　

平
日
の
15
時
か
ら
、
年
２
回
程

度
開
催　

※
日
当
の
支
給
有
り

●
応
募
方
法　

公
募
委
員
申
込
書
を
記
入

し
、
２
月
16
日
㈮
ま
で
に
保
険
年
金
課
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

●
そ
の
他　

２
月
下
旬
に
面
接
に
よ
り
選

考
し
、
委
員
情
報
は
公
表
し
ま
す

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
１
２
７

新
春
六ろ
く

社し
ゃ

権ご
ん

現げ
ん

詣
り
参
加
者

●
日
時　

２
月
４
日
㈰　

８
時
40
分
～

●
集
合
場
所　

市
役
所
北
側
駐
車
場

●
行
程　

霧
島
神
宮

↓

霧
島
東
神
社
（
高

原
町
）

↓

狭
野
神
社

↓

霧
島
岑み

ね

神
社

↓

東つ
ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）

●
定
員　

44
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

２
、８
０
０
円
（
バ
ス
代
、

弁
当
代
、
保
険
料
）

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
（
東
）

☎
０
９
０

－

４
５
８
９

－

４
４
５
１



は申し込み、 は問い合わせの略です
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介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
、

調
査
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
在
住
で
４
月
１
日
現
在
40
歳

以
上
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
、
介
護
保

険
料
や
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
年
５
回
程

度
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

●
定
員　

若
干
名

●
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31

日
（
３
年
間
）

●
応
募
方
法　

応
募
理
由
（
８
０
０
字
程

度
）
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
た
応
募
用
紙
を
３
月
２
日
㈮
ま

で
に
介
護
保
険
課
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
１
１
４

ス
ポ
ー
ツ
玉
入
れ
「
ア
ジ
ャ
タ

大
会
」
参
加
者

●
日
時　

２
月
25
日
㈰　

９
時
～

●
場
所　

山
田
体
育
館

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
民

●
定
員　

１
チ
ー
ム
６
人
の
36
チ
ー
ム

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

千
円
（
保
険
料
含
む
）

　

２
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
と

参
加
料
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
持
参

☎
23

－
９
５
４
６

母
子
保
健
推
進
員

●
対
象　

子
育
て
支
援
に
熱
意
・
関
心
の

あ
る
市
民

●
地
区　

姫
城
、小
松
原
、祝
吉
、五
十
市
、

横
市
、
沖
水　

※
他
の
地
区
も
随
時
募
集

●
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31

日
（
２
年
間
）

●
活
動
内
容

①
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を
訪
問

し
、
健
康
相
談
や
教
室
を
案
内

②
乳
幼
児
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
訪
問

③
３
歳
児
健
康
診
査
の
補
助
や
離
乳
食
教

室
の
託
児
（
年
５
回
程
度
）

④
研
修
の
受
講
（
年
３
回
）

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

高
城
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

１
月
27
日
㈯　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

１
月
28
日
㈰　

14
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
11
日
㈰　

８
時
15
分
～

※
雨
天
中
止

●
集
合
場
所　

島
津
稲
荷
神
社
（
郡
元
四

丁
目
）

●
行
程　

沖
水
川
河
川
敷
（
約
６
㌔
）

●
参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
そ
の
他　

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
帽
子
を
持
参

　

２
月
２
日
㈮
ま
で
に
祝
吉
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

☎
23

－

２
８
９
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
マ
ル
シ
ェ

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
飲
食
物
の
販
売
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
行
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
20
日
㈯　

11
時
～
15
時

●
場
所　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
オ
ー

バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側
）

　

都
城
オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ

　
　

☎
45

－

１
０
０
０

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ

の
じ
ょ
う
２
０
１
８
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
21
日
㈰　

12
時
～
17
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

世
界
各
国
の
文
化
の
紹
介
や
交

流
・
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど

●
そ
の
他　

書
き
損
じ
は
が
き
が
あ
れ
ば

会
場
に
持
参
く
だ
さ
い
。
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　

都
城
国
際
交
流
協
会
（
国
際
化
推
進

室
内
）　

☎
23

－

２
２
９
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

ピ
ア
ノ

●
日
時　

１
月
25
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

昇し
ょ
う

高た
か

や
よ
い

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

認
知
症
講
演
会
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
27
日
㈯　

13
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演
や
活
動
発
表
、
寸
劇
な
ど

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
25

－

２
１
２
３
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
主
催
】

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
は
じ
め
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
費
用

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

毎
週
水
・
金
曜
日　

10
時
～
15
時　

オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ
（
都
北
町

５
５
３
１
番
地
）　

昼
食
３
０
０
円
、
お
や

つ
・
飲
み
物
２
０
０
円　

※
初
め
て
利
用
す
る
人
の
み
要
申
し
込
み

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
や
こ
ん
じ
ょ

　
　
　

☎
38

－

８
０
３
３

【
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

１
／
17
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
（
郡
元
町
２
７
０
０
番
地
）　

千
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

１
／
17
㈬　

14
時
～　

宮
丸
こ
ど
も
園　

５
０
０
円

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ヨ
ガ

１
／
24
㈬　

19
時
30
分
～　

五
十
市
地
区

公
民
館　

千
円　

※
申
し
込
み
不
要

親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

２
／
７
㈬　

11
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

千
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、産
後
の
骨
盤
調
整
ヨ
ガ

２
／
９
㈮　

10
時
～　

ス
タ
ジ
オ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

千
円

※
要
申
し
込
み
。
動
き
や
す
い
服
装
で
飲

み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
大
根
収
穫
体
験
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

１
／
20
㈯　

９
時
～
15
時　

農
業
伝
承
の

家
（
安
久
町
１
２
２
７

－

１
）

１
、５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
料
）

※
要
申
し
込
み
。
作
業
の
で
き
る
服
装

　

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会
（
石
井
）

☎
０
９
０

－

３
６
０
９

－

１
５
５
９

【
婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む
主
催
】

●
日
時
・
場
所
・
費
用

①
婚
活
お
し
ゃ
べ
り
会

１
／
20
㈯
・
23
㈫
・
27
㈯　

19
時
～
22
時

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
（
中
町
13
街
区
10

－

２
）

５
０
０
円　

※
要
申
し
込
み

②
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

１
／
30
㈫　

19
時
30
分
～　

ジ
ョ
イ
プ
ラ

ザ
都
城
店　

実
費　

※
要
申
し
込
み

③
お
れ
流
・
わ
た
し
流
の
お
友
だ
ち
づ
く

　

り
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

毎
週
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日　

14
時

～
19
時　

エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ

※
①
②
は
６
カ
月
５
千
円
の
会
員
登
録
が
必
要

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
の
な
～
る

ほ
ど
日
本
‼　

in
都
城（
無
料
）

　

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
訪
日
外
国
人

旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
へ
の
お
も
て

な
し
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

●
日
時　

２
月
17
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

世
界
か
ら
の
観
光
客
へ
の
お
も

て
な
し
に
関
す
る
講
演

●
申
し
込
み
方
法　

参
加
希

望
の
人
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
専
用
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
５

地
域
で
支
え
る
看み

取と

り
講
演
会（
無
料
）

●
日
程
・
場
所

２
／
14
㈬

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
／
28
㈬

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
～
15
時
30
分

●
内
容　

宮
崎
大
学
医
学
部
吉
村
学
教
授

に
よ
る
在
宅
介
護
の
講
演
会

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
６
８
５

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
池
田
玉
記
念
シ
ニ
ア
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー

ル
発
表
会
】

●
日
時　

２
月
４
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
入
場
料　

５
０
０
円

　

池
田
玉
記
念
シ
ニ
ア
ク
リ
ス
タ
ル
コ

ー
ル
（
内
山
）　

☎
０
９
０

－

７
５
３
１

－

０
２
４
６

【
ア
ー
ト
・
ア
イ　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
】

●
日
時　

２
月
４
日
㈰　

18
時
～
21
時

●
場
所　

グ
ラ
ン
ド
パ
テ
ィ
オ
都
城

●
入
場
料　

５
千
円

　

ア
ー
ト
・
ア
イ
（
漆
木
）

　
　

☎
０
７
０

－

５
４
１
６

－

０
９
８
８
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南
九
州
駅
伝
競
走
大
会

●
日
程　

２
月
４
日
㈰

●
コ
ー
ス　

え
び
の
市
真ま

幸さ
き

地
区
体
育
館

前
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）

↓

ロ
ー
ソ
ン
高
崎

大
牟
田
店
前
（
12
時
４
分
）

↓

志
和
池
小

学
校
前
（
12
時
32
分
）

↓

市
立
美
術
館
前

（
13
時
６
分
ゴ
ー
ル
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
23

－

９
５
４
６

健
康
づ
く
り
大
会
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
８
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
定
員　

２
８
０
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

の
活
動
発
表
、
糖
尿
病
予
防
の
講
演
会

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

１
月
25
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

口
の
健
康
に
関
す
る
講
演

　

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－
４
１
１
１

応
急
手
当
講
習
（
無
料
）

●
日
時　

１
月
26
日
㈮　

10
時
～
10
時
45
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

　

消
防
局
警
防
救
急
課

　
　
　

☎
22

－

８
８
８
３

み
や
ざ
き
花
の
祭
典
２
０
１
８

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

●
日
時　

２
月
10
日
㈯　

11
時
～
、12
時
～
、

13
時
～
、
14
時
～

●
場
所　

イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
１
階
（
早
鈴
町
）

●
対
象　

小
学
生
～
大
学
生

●
定
員　

各
24
人　

※
当
日
、受
け
付
け
順

　

㈱
都
城
園
芸
花
市
場　

　
　

☎
24

－

８
７
１
８

都
城
商
工
会
議
所
検
定
試
験

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
日
時
・
受
験
料

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
販
売
士
）
２
・
３
級

２
／
21
㈬　
（
２
級
）
５
、６
６
０
円
、

（
３
級
）
４
、１
２
０
円

簿
記
２
・
３
級

２
／
25
㈰　
（
２
級
）
４
、６
３
０
円
、

（
３
級
）
２
、８
０
０
円

　

１
月
25
日
㈭
ま
で
に
都
城
商
工
会

議
所　

☎
23

－

０
０
０
１

指
定
管
理
者
自
主
事
業

コ
ミ
セ
ン
料
理
教
室

●
日
時　

２
月
14
日
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　

10
時
～
13
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員
・
費
用　

15
人
・
各
１
、２
０
０
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参

　

２
月
６
日
㈫
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

２
０
０
１

6次産業化に取り組む
事業者を紹介します。

　自社農場で栽培し
たゴボウや大根、サ
ツマイモの加工・集
荷販売を手掛けてい
ます。昨年には、高
城町石山に新しい加
工場と冷蔵貯蔵設備
を建設。安定的に供
給し、一次加工する

ことで農産物の付加価値を高める体制を整備
しました。
　現在は、県内外のスーパーなどに出荷して
いますが、今後は輸出も視野に入れながら販
路拡大に取り組みます。また、農業の魅力を
若い人たちに発信
していきたいです。

下水流町 3372
☎ 36-2650

農業生産法人ベジエイト㈱
取締役　重冨 裕貴さん



毎月第３日曜日は「家庭の日」

女
性
の
た
め
の
骨
こ
つ
健
康
教
室（
無
料
）

　

講
話
と
調
理
、
運
動
を
通
し
て
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
に
必
要
な
知
識
を
学
び
ま

す
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈭　

10
時
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
０
０
円
（
調
理
実
習
代
）

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
１
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
１
㈭　

10
時
～
12
時

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
２
㈮　

10
時
～
12
時

高
城
総
合
支
所　

西
別
館
第
１
会
議
室

２
／
６
㈫　

10
時
～
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
７
㈬　

10
時
～
12
時

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
10
㈯　

10
時
～
12
時

山
之
口
総
合
支
所

２
／
15
㈭　

９
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

事
業
に
関
す
る
総
合
相
談（
要
予
約
）

●
日
時　

２
月
２
日
㈮　

10
時
～
15
時

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階　

委
員
会
室

　

宮
崎
県
産
業
振
興
機
構
経
営
情
報

課　

☎
０
９
８
５

－

74

－

３
８
５
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
18
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所　

※
要
予
約

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－
４
５
０
４

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
１
㈭
総
合
福
祉
会
館
２
階

２
／
８
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
15
㈭
総
合
福
祉
会
館
２
階

２
／
22
㈭

●
時
間　

14
時
～
17
時   

●
定
員　

６
人　

※
要
予
約

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
時　

２
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　

14
時
～
17
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館
２
階

●
定
員　

６
人　

※
要
予
約

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－

８
３
４
９

人
権
相
談

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

【
特
設
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
２
㈮
高
城
総
合
支
所

２
／
５
㈪
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
６
㈫
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
13
㈫
山
之
口
総
合
支
所

２
／
16
㈮
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

10
時
～
15
時

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

２
月
13
日
㈫　

13
時
～
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

●
内
容　

経
営
や
融
資
な
ど
の
相
談

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

２
／
９
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

２
／
26
㈪　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

22広報 都城 平成30年 1 月号
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労
働
相
談
会
（
無
料
）

●
日
時

２
／
５
㈪
～
９
㈮

８
時
30
分
～
19
時

２
／
10
㈯
・
11
㈰

９
時
～
17
時

●
場
所　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
３
号
館
６
階
）

●
相
談
方
法　

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
面
談

な
ど　

※
土
・
日
曜
日
の
面
談
は
要
予
約

　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
５
３
８

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659
１/17 ㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

１/22 ㈪
10時～

いちごクラブ「たこ作り」
対象：２歳以上の親子

１/24 ㈬
10時～

子育て講座「歯の話、ブラッシング指
導」　※要申し込み

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	
１/25 ㈭
９時30分～

０歳の赤ちゃんroom
「交流、手遊び、絵本の読み聞かせ」

２/ ６ ㈫
10時～

２・３歳Happyおやこ塾「外でおにごっ
こ、ボール遊び」　※要申し込み

２/ ８ ㈭
10時～

みんなで子育てAI-no-WA
「ストレッチして肩こりを解消するお
話会」　※要申し込み

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
１/19 ㈮ 
10時30分～

子育て講座「親子ヨガ」　
定員：15組　※要申し込み

１/26 ㈮
11時～ 12・１月生まれの誕生会

２/ １ ㈭ 
10時～

身体測定（育児相談あり）
※母子手帳を持参

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587

１/18 ㈭
10時30分～

親子エアロビ　定員：10組
※ 要申し込み。動きやすい服装で、タオ

ルや飲み物を持参

１/29 ㈪
10時30分～

かんたんおやつ作り　定員：６組
※ 要申し込み。エプロン、三角巾、飲み

物を持参
２/14 ㈬
10時30分～ 遊びの広場「ブロック、ままごと遊び」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
１/17 ㈬
10時30分～

こんにゃく作り
※エプロン、三角巾を持参

１/24 ㈬
10時～

ウルトラマン教室
「ひかり園の先生との遊びと育児相談」

２/13 ㈫
10時～

梅園へ散歩しよう
※帽子、飲み物を持参

消
費
生
活
相
談
（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

●
時
間　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

●
日
時　

１
月
26
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

成
年
後
見
制
度
合
同
相
談
会（
無
料
）

　

法
律
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
が
、
１

回
40
分
程
度
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

２
月
３
日
㈯　

13
時
～
16
時
20
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

１
月
31
日
㈬
ま
で
に
成
年
後
見
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
介
護
保
険
課

内
）　

☎
23

－

３
１
８
４

60
歳
未
満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前
月
に
送
付

さ
れ
る
書
類
で
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
年
金
手
帳
は
手
続
き
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、
遺
族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
届
け

忘
れ
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合

は
、
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
人
に
は
猶
予
や

免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
や
、
学
生
に
は

特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
相
談
窓
口　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

都
城
年
金
事
務
所

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１



毎月第３日曜日は「家庭の日」
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【
申
告
期
間
】
１
月
25
日
㈭
～
３
月
15
日
㈭　
※
１
月
26
日
㈮
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
、
12
時
～
13
時
は
除
く

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

　

農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
、

必
ず
事
前
に
収
入
や
経
費
の
計
算
を
し
て

か
ら
来
場
く
だ
さ
い
。
計
算
後
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
、計
算
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

順
番
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
が
発
生
す
る
業
務
を
行
う
全
て
の

人
は
、
記
帳
や
帳
簿
な
ど
の
書
類
の
保
存

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
分
所
得
税
の
主
な
改
正
内
容

医
療
費
控
除

【
医
療
費
控
除
明
細
書
添
付
の
義
務
化
】

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療

費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
、代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
】

　

検
診
ま
た
は
予
防
接
種
な
ど
の
「
一
定

の
取
組
」
を
行
う
人
が
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
（
要
指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般

用
医
薬
品
の
う
ち
、
医
療
用
か
ら
転
用
さ

れ
た
医
薬
品
）
の
購
入
費
用
を
年
間
１
万

２
千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
購
入
費
用
（
年
間
10
万
円
を
限
度
）

の
う
ち
、
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
を
所

得
控
除
し
ま
す
。

●
対
象
期
間　

平
成
29
年
～
平
成
33
年

※
医
療
費
控
除
と
の
重
複
適
用
不
可
。
対

象
医
薬
品
な
ど
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
の
引
き
下
げ

　

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
で
、
給
与
所

得
控
除
の
上
限
が
適
用
さ
れ
る
給
与
収
入

１
、２
０
０
万
円（
控
除
額
２
３
０
万
円
）が
、

平
成
29
年
分
か
ら

１
千
万
円
（
控
除

額
２
２
０
万
円
）

に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

確
定
申
告
の
電
話
相
談

　

都
城
税
務
署
で
は
、
１
月
４
日
㈭
か
ら

３
月
15
日
㈭
ま
で
「
確
定
申
告
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
、贈
与
税
の
確
定
申
告
の
相
談
に
、

電
話
で
応
対
し
ま
す
。

　

税
務
署
の
代
表
電
話
に
か
け
る
と
自
動

音
声
で
案
内
し
ま
す
。「
０
番
」
を
選
択

し
用
件
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
い
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告
相
談

●
期
間　

２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
時
間　

９
時
～
16
時

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
期
間
中
は
、
都
城
税
務
署
内
で
の
申
告

　

相
談
は
行
い
ま
せ
ん

●
作
成
・
提
出　

会
場
で
申
告
書
を
作
成
・

提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
で
も
提
出
で
き
ま
す

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談（
申
告
書
作
成
）会

●
日
時
・
受
付
時
間

２
月
14
日
㈬　

13
時
～
15
時

２
月
15
日
㈭　

９
時
～
11
時

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象　

給
与
所
得
者
で
、
平
成
29
年
中

に
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
ま
た
は
増
改
築

し
、
入
居
し
て
い
る
人

※
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
要
予
約

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

税
理
士
無
料
確
定
申
告
相
談

●
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
会
場　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部
の

各
会
員
事
務
所
（
の
ぼ
り
旗
あ
り
）

●
内
容　

所
得
税
お
よ
び
個
人
の
消
費
税

に
関
す
る
相
談

※
相
談
を
希
望
す
る
税
理
士
事
務
所
へ
の

　

事
前
予
約
が
必
要
。
申
告
書
な
ど
の
作

　

成
を
依
頼
す
る
場
合
は
有
料

　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部
長

　
　
　

☎
24

－

７
８
５
６

市
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

　

期
間
中
は
全
職
員
が
各
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
窓
口
で
の
申
告
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
25
ペ
ー
ジ
の

会
場
で
必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。
な
お
、住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
を
す
る
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て　

市
民
税
課　
　

☎
23

−

２
１
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
定
申
告
・
所
得
税
に
つ
い
て　

都
城
税
務
署　

☎
22

−

４
３
７
７
（
自
動
音
声
案
内
）



は申し込み、 は問い合わせの略です
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※コミュニティセンターでの申告受付は、指定日のみ受け付けますので、注意ください

平成30年度　市・県民税申告日程表

月 日 時 間 場 所 地 区

小
松
原
1/31㈬

	 9：00	～	12：00

※
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

	13：00	～	16：30 志比田町

姫
城 2/ 1 ㈭

	 9：00	～	12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

	13：00	～	16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘
2/ 2 ㈮

	 9：00	～	12：00
妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

	13：00	～	16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉 2/ 5 ㈪

	 9：00	～	12：00 郡元町、年見町、
郡元一～四丁目、千町、神之山町

	13：00	～	16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
3/12㈪

	 9：00	～	12：00 都原町

	13：00	～	16：30 横市町、南横市町

3/13㈫ 	 9：00	～	12：00 蓑原町

五
十
市

3/13㈫ 	13：00	～	16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/14㈬
	 9：00	～	12：00 久保原町、五十町、大岩田町

	13：00	～	16：30 平塚町、今町

中
郷

1/25㈭
	10：00	～	12：00 石原営農

研修館
尾平野

	13：00	～	15：30 石原

2/ 6 ㈫
	 9：30	～	12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺

	13：00	～	16：00 川内、上安久、藤田

2/ 7 ㈬
	 9：30	～	12：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂

	13：00	～	16：00 大薗、益貫

2/ 8 ㈭
	 9：30	～	12：00 高野原、女橋、払川

	13：00	～	16：00 東豊満、西豊満

月 日 時 間 場 所 地 区

西
岳

1/25㈭
	10：00	～	12：00 折田代

営農研修館
武床、猪子石、（田野）

	13：00	～	15：30 折田代

1/29㈪
	10：00	～	12：00 旧夏尾

保育児童館
牛之脛

	13：00	～	15：30 馬渡、御池町

1/30㈫
	 9：30	～	12：00 西岳地区公民館

（クラブハウス）
高野町、田野

	13：00	～	16：00 美川町

志
和
池

2/14㈬
	 9：30	～	12：00

志和池地区
公民館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺

	13：00	～	16：00 薄谷、谷頭

2/15㈭
	 9：30	～	12：00 下水流2、下水流3、麓

	13：00	～	16：00 下水流1、平原、岩満、崎田

2/16㈮
	 9：30	～	12：00 上水流中、森田、上水流東

	13：00	～	16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
内

2/15㈭
	 9：30	～	12：00

庄内地区
公民館

関之尾

	13：00	～	16：00 宮島、今屋

2/16㈮
	 9：30	～	12：00 東区、千草

	13：00	～	16：00 川崎、町区、西区

2/19㈪
	 9：30	～	12：00 平田、馬場

	13：00	～	16：00 莇、今平、内場、源野

沖
水

2/ 9 ㈮
	 9：30	～	12：00

沖水地区
公民館

都北町、広瀬

	13：00	～	16：00 吉尾町

2/13㈫
	 9：30	～	12：00 東高木、上金田

	13：00	～	16：00 西高木

2/14㈬
	 9：30	～	12：00 太郎坊町

	13：00	～	16：00 下金田、中金田

月 日 時 間 場 所 地 区

山
之
口

1/29㈪
	 9：30	～	11：00 永野営農

研修館 永野

	13：00	～	15：30 青井岳営農研修館 青井岳

2/20㈫
	 9：30	～	12：00

山之口
地区
公民館

街区1～ 5、向原東、西向原1～ 3

	13：00	～	16：00 西向原5 ～ 10、川内、前方

2/21㈬
	 9：30	～	12：00 東、原田、飯起、野上、五反田

	13：00	～	16：00 榎木、上森、麓1～ 4区

2/22㈭
	 9：30	～	12：00 正近、乗平、六十田、田原、下平

	13：00	～	16：00 桑原1～ 3、中原、富吉団地

月 日 時 間 場 所 地 区

高
城

2/19㈪
	 9：30	～	12：00

高城農村
環境改善
センター

第15、第18、第19自治公民館

	13：00	～	16：00 第12、新第19、第20自治公民館

2/20㈫
	 9：30	～	12：00 第13、第14自治公民館

	13：00	～	16：00 第16、第17自治公民館

2/28㈬
	 9：30	～	12：00

高城
生涯学習
センター

第3、第11自治公民館

	13：00	～	16：00 第4、第5自治公民館

3/ 1 ㈭
	 9：30	～	12：00 第7、第8自治公民館

	13：00	～	16：00 第9、第10自治公民館

3/ 2 ㈮
	 9：30	～	12：00 第1自治公民館

	13：00	～	16：00 第2、第6自治公民館

月 日 時 間 場 所 地 区

山
田

2/23㈮
	 9：30	～	12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

	13：00	～	16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/26㈪
	 9：30	～	12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

	13：00	～	16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/27㈫
	 9：30	～	12：00 古江、山内１～ 2、上是、下是、

浜之段

	13：00	～	16：00 谷1、2、3、5、6、7、8、9

月 日 時 間 場 所 地 区

高
崎

2/13㈫
	10：00	～	12：00 笛水小中

学校クラ
ブハウス

竹元、崎山

	13：00	～	15：30 椎屋、後平

3/ 5 ㈪
	 9：30	～	12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

	13：00	～	16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/ 6 ㈫
	 9：30	～	12：00 横谷、共和

	13：00	～	16：00 三和、蔵元、高坂

3/ 7 ㈬
	 9：30	～	12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉

	13：00	～	16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/ 8 ㈭
	 9：30	～	12：00 温水、炭床、新生

	13：00	～	16：00 吉村、原村、下新田

3/ 9 ㈮
	 9：30	～	12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東

	13：00	～	16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

月 日 時 間 場 所 地 区
予
備
日
3/15㈭ 	 9：30	～	12：00

	13：00	～	16：30
※
コミュニティ
センター

（予備日）
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認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

に
相
談
く
だ
さ
い

　

専
門
職
に
よ
る
チ
ー
ム
が
、
認
知
症
の

疑
い
が
あ
る
人
の
い
る
家
庭
へ
訪
問
し
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
対
象　

在
宅
で
次
の
要
件
を
満
た
す
40

歳
以
上
の
市
民

・
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い

・
継
続
的
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い

・
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
い
て

い
な
い

・
認
知
症
の
症
状
で
対
応
に
困
っ
て
い
る

●
相
談
窓
口

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
６
８
５

姫
城
・
中
郷
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
26

－

８
３
３
９

妻
ケ
丘
・
小
松
原
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
23

－

９
７
１
２

五
十
市
・
横
市
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
57

－

６
７
６
７

祝
吉
・
沖
水
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
26

－

４
２
１
２

志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
地
区
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
45

－
４
１
８
０

山
之
口
・
高
城
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
29

－
１
６
８
２

山
田
・
高
崎
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
45

－
８
４
１
１

プ
ロ
野
球
選
手
が
市
内
で
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す

●
日
時
（
予
定
）
１
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
１
月
19
日
㈮
・
23
日
㈫
は
休
養
日

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
野
球
場
・
屋
内

競
技
場

●
参
加
最
終
日
・
選
手
名

１
／
18
㈭

ま
で

細
川
亨
選
手
（
楽
天
）

亀
澤
恭
平
選
手
（
中
日
）

１
／
21
㈰

ま
で

安
達
了
一
選
手
（
オ
リ
ッ
ク
ス
）

立
岡
宗
一
郎
選
手
（
巨
人
）

河
野
元
貴
選
手
（
巨
人
）

１
／
26
㈮

ま
で

本
多
雄
一
選
手
（
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）

※
体
調
な
ど
に
よ
り
、
変
更
の
場
合
あ
り

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　

☎
23

－

２
６
１
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
健
全

育
成
な
ど
の
総
合
的
な
推
進
を
目
的
と
し

た
「
み
や
こ
の
じ
ょ
う
子
ど
も
の
未
来
応

援
計
画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
広
く

意
見
を
求
め
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

こ
ど
も
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館
２
階
）、
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間　

２
月
14
日
㈬
ま
で

●
提
出
書
類　

公
表
の
場
所
に
設
置
し
て

あ
る
「
意
見
・
情
報
提
出
書
」
を
提
出
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
を
記
入
し
、
封
書
で
こ
ど
も
課
（
〒
885

―
８
５
５
５
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
フ

ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
公
表
の
場
所

で
も
提
出
で
き
ま
す
。
住
所
や
氏
名
な
ど

の
記
載
が
な
い
意
見
に
対
し
て
は
、
市
の

考
え
を
公
表
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

こ
ど
も
課

☎
23

－
２
６
８
４　

FAX 

23

－

２
６
２
０

kodom
o@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補
助

　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
カ
ー
ド
の

申
請
補
助
が
始
ま
り
ま
し
た
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
お
よ
び
平
日
の
12
時
～
13
時
除

く
）。
ま
た
、
市
・
県
民
税
申
告
の
会
場

で
も
次
の
日
程
で
希
望
す
る
人
に
は
カ
ー

ド
申
請
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
申
告
会
場
で
の
受
付
日
時
・
場
所

１
／
30
㈫　

10
時
～
15
時
30
分　

西
岳
地
区
公
民
館

２
／
５
㈪　

９
時
～
16
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
／
７
㈬　

10
時
～
15
時
30
分

中
郷
地
区
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
13
㈫　

10
時
～
15
時
30
分

沖
水
地
区
公
民
館

２
／
14
㈬　

10
時
～
15
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
15
㈭　

10
時
～
15
時
30
分

庄
内
地
区
公
民
館

※ 

身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
免
許
証
な
ど

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、
保
険
証

や
介
護
保
険
証
な
ど
は
２
点
）
を
持
参

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
会
場

　
　

☎
23

－

２
７
７
４

　
　

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

年
金
相
談
は
予
約
が
便
利
で
す

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
、
年
金
の
予
約

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年

金
を
受
給
す
る
人
や
、
年
金
受
給
者
の
手

続
き
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
、
前
日
ま
で

の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
を
す
る

際
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
準
備
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口　

都
城
年
金
事
務
所

●
予
約
先　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５

差
し
押
さ
え
物
品
の
公
売
会

●
日
時　

２
月
６
日
㈫
～
８
日
㈭　

９
時

～
17
時　

※
引
き
渡
し
は
２
月
９
日
㈮

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階　

市
民
サ
ロ
ン

●
物
件　

テ
レ
ビ
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
ク
な
ど

　

納
税
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
６

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
年
金
は
、
年
金
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
が
原
資
の
積
立
方
式
の
終
身
年
金

で
、
社
会
保
険
料
控
除
の
税
制
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未

満
の
人

●
保
険
料　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千

円
ま
で
の
間
で
、
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
認
定
農
家
な
ど
の
担
い
手
は
、
国

の
保
険
料
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
そ
の
他　

80
歳
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合

は
、
一
時
金
が
受
け
取
れ
ま
す

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号

1 /21
㈰

畠中小児科医院 52‒6000
三嶋内科 24‒7171
佐々木医院（内） 62‒1103
まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） 36‒8926
ならはら皮膚科医院 22‒1455
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 21‒4133
持永歯科医院 51‒5400

1 /28
㈰

沖水こどもクリニック 27‒5656
森山内科・脳神経外科（内） 21‒5000
坂田医院（内・消・胃） 51‒2003
山路医院（外・内） 64‒3133
飯田整形外科クリニック（整） 46‒5115
宮田眼科医院 22‒1441
山崎歯科医院 24‒3332

2 / 4
㈰

児玉小児科 25‒5570
森山内科・脳神経外科（内） 21‒5000
隅病院（内・胃） 62‒1100
宗正病院（外） 22‒4380
江夏整形外科クリニック（整・ﾘｳ・ﾘﾊ） 51‒1122
武田産婦人科医院 22‒0336
三股歯科 52‒5221

2 /11
㈰

山内小児科医院 22‒0048
山下医院（内・呼） 52‒1348
いづみ内科医院 22‒7111
はまだクリニック（外・胃・肛） 45‒2266
よしかわクリニック（麻・整・内） 23‒9384
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 22‒5222
山田歯科医院 25‒3648

2 /12
㈪

柳田病院（小・内） 22‒4862
ベテスダクリニック（内） 22‒1700
田中隆内科 52‒0301
福島外科胃腸科医院（外・胃・整） 38‒1633
横山病院（消） 22‒2806
いそいち産婦人科医院 22‒4585
ハートデンタルクリニック 58‒7700

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

1 /21 ㈰ ひばり、アウルズ、ひまわり、友愛

1 /28 ㈰ 沖水、ひかり、そうごう山田、日研、くらはら、とまと
2 / 4 ㈰ とまと、みまたさくら、サン
2 /11 ㈰ 椎の木、ケ－アイ都城
2 /12 ㈪ 東町、トロン、都北町、そうごうたかお

空
き
家
・
空
き
地
の
登
録

　

市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た

め
「
都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
や
売
却
を
検
討

し
て
い
る
空
き
家
な
ど
が
あ
れ
ば
、
相
談

く
だ
さ
い
。

●
対
象

・
現
在
居
住
し
て
い
な
い
（
居
住
し
な
い

予
定
も
含
む
）
市
内
の
建
築
物
お
よ
び

そ
の
敷
地

・
居
住
す
る
た
め
に
利
用
可
能
な
市
内
の

土
地

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

移
住
者
向
け

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
補
助
金

　

市
で
は
、
本
市
に
移
住
す
る
人
が
空
き

家
を
購
入
し
て
居
住
す
る
場
合
、
リ
フ
ォ

ー
ム
費
用
お
よ
び
不
要
物
の
撤
去
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
移
住
を
希
望

す
る
人
な
ど
に
紹
介
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

・ 

自
ら
が
住
む
た
め
の
空
き
家
を
購
入
す

る
人

・ 

市
外
在
住
者
、
ま
た
は
本
市
に
転
入
し

て
２
年
未
満
の
人

・ 

本
市
に
転
入
す
る
前
に
２
年
以
上
継
続

し
て
市
外
に
居
住
し
て
い
た
人

●
対
象
物
件　

都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ

ン
ク
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家

●
助
成
金
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
空
き
家
改
修
工
事
は
上
限
50
万
円
、

不
要
物
撤
去
は
上
限
10
万
円
）

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

総
合
政
策
課　

☎
23

－

７
１
６
１

空
き
家
に
付
属
す
る
農
地
の
取
得

　

空
き
家
と
共
に
、
付
属
す
る
農
地
を
農

地
と
し
て
取
得
す
る
、
農
地
所
有
条
件
の

下
限
面
積
を
１
㌃
（
１
０
０
平
方
㍍
）
に

引
き
下
げ
ま
し
た
。

●
対
象　

都
城
市
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
い
る
空
き
家
に
付
属
す
る
農
地

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
23

－

７
８
６
８

都
城
東
高
校
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

タ
イ
の
ア
カ
族
民
芸
品
の
販
売

　

都
城
東
高
校
で
は
、
仕
入
れ
か
ら
販
売

な
ど
営
業
の
実
務
や
運
営
を
体
験
す
る
授

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
生
徒
発

案
に
よ
り
、
タ
イ
の
ア
カ
族
民
芸
品
を
仕

入
れ
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
ア
カ
族
の
教

育
支
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈰　

11
時
～
18
時

●
場
所　

イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）

　

都
城
東
高
校　

☎
52

－

１
０
１
０

サ
ル
被
害
防
止
電
気
柵
の
購
入
費
助
成

●
対
象　

市
内
在
住
で
市
税
の
滞
納
が
な

い
人

●
対
象
地
域　

サ
ル
被
害
の
多
い
山
之
口

町
、
高
城
町
、
高
崎
町
な
ど
の
農
地

●
助
成
対
象　

サ
ル
用
電
気
柵
本
体
お
よ

び
柵
電
線
な
ど
（
支
柱
な
ど
は
対
象
外
）

●
補
助
金
額　

助
成
対
象
の
購
入
経
費
の

１
０
０
分
の
85
以
内
（
上
限
あ
り
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

赤
十
字
忌
明
寄
付

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
遺

志
に
沿
い
赤
十
字
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

●
故
人

杉
元
清
照
さ
ん
（
早
鈴
町
）

花
房
ヤ
ス
子
さ
ん
（
山
田
町
山
田
）

古
川
よ
り
子
さ
ん
（
郡
元
町
）

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０
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市立図書館司書　大迫 智恵子さん
　私がお薦めする本は、鈴木のりた
けの「しごとばシリーズ」です。イ
ラストが豊富に描かれているので分
かりやすく、仕事の裏側をのぞけた
気分になります。将来、なりたい職
業が決まっている人もいない人も、
また、今働いている人にもお薦めの
1 冊です。

都
城
島
津

図書館だより

特設コーナー

私のオススメ

◎問い合わせ 都城市立図書館	 ☎22－0239
	 高城図書館	 ☎58－4224

都城市立図書館	 ●閉館中
高 城 図 書 館	 ●休館日／１月16日・21日・23日・30日、2月6日	 ●開館時間／９：30～18：00
※高城図書館の臨時休館は2月11日～ 3月31日の期間に変更になりました。

▪高城図書館　「本屋大賞候補作品」「児童書『わらいの扉』」ほか ※読み聞かせ会などの情報は、
P19をご覧ください

「勝つための準備」
エディー・ジョーンズ、持田昌典（著）

講談社（出版）

　ラグビー日本代表を率いた男とゴールド
マン・サックス社長。2人の言葉には仕事
や人生に生かせるヒントが詰まっている。

「ぼくは発明家　アレクサンダー・グラハム・ベル」
メアリー・アン・フレイザー（作）　

小比賀優子（訳）　廣済堂あかつき株式会社（出版）

　スコットランドの大きな町にいた、
好奇心旺盛な男の子「ベル」。彼は
やがて偉大な発明家になり…。

「ゲゲゲの娘日記」
水木悦子（著）　角川書店（出版）

　漫画家であり、2人の娘の父でもあった
水木しげる。その姿は次女からどう見えて
いたのか。彼の魅力的な素顔に迫るエッ
セー。

「
示じ

現げ
ん

流り
ゅ
う

聞き
き

書が
き

」

「
示
現
流
」
は
、
主
に
薩
摩
藩
内

で
伝
承
さ
れ
た
剣
術
で
、
始
祖
は
島

津
家
家
臣
と
し
て
戦
国
末
か
ら
近
世

初
期
に
活
躍
し
た
、東と
う

郷ご
う

重し
げ

位か
た

で
す
。

重
位
は
京
で
学
ん
だ
剣
術
に
創
意
工

夫
を
加
え
て
示
現
流
を
編
み
出
し
、

以
後
、
薩
摩
藩
の
主
要
な
流
派
と
な

り
ま
し
た
。
特
徴
は
、
一
振
り
で
勝

負
を
決
す
る
「
先
手
必
勝
」
の
鋭
い

斬ざ
ん

撃げ
き

に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
の

稽
古
も
、
実
戦
を
見
据
え
、
木
刀
で

立
木
を
左
右
か
ら
強
打
す
る
反
復
練

習
が
主
流
で
す
。

こ
の
史
料
は
、
都
城
島
津
家
15
代

久
直
が
、
都
城
島
津

家
へ
養
子
に
な
る
前

に
重
位
か
ら
伝
授
さ

れ
た
も
の
で
す
。
都

城
島
津
家
に
は
多
く

の
伝
授
書
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

歴
代
領
主
が
示
現
流

を
学
ん
で
い
た
こ
と

を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

「
鳥と

羽ば

筋す
じ

都
城
隊
奮
戦
図
」

慶
応
４
年（
１
８
６
８
）１
月
３
日
、

薩
摩
・
長
州
を
中
心
と
す
る
新
政
府
軍

５
千
人
と
旧
幕
府
軍
１
万
５
千
人
が
、

京
都
府
南
部
の
鳥
羽
・
伏
見
で
戦
い
を

始
め
、
戊
辰
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

新
政
府
は
軍
を
東
に
進
め
、
各
地
で
旧

幕
府
に
味
方
し
た
藩
を
破
り
、
翌
年
５

月
の
箱は
こ

館だ
て

五ご

稜り
ょ
う

郭か
く

の
戦
い
で
旧
幕
府
軍

を
降
伏
さ
せ
ま
し
た
。
薩
摩
藩
の
命
令

を
受
け
た
都
城
島
津
家
も
、
こ
の
戦
い

に
一
小
隊
（
私
領
一
番
隊
）
を
出
兵
さ

せ
ま
し
た
。

奮
戦
図
は
、
慶
応
４
年
１
月
４
日･

５
日
の
鳥
羽
筋
で
の
戦
い
で
負
傷
・
戦

死
し
た
兵
の
名
前
な
ど
が
書
か
れ
て
い

て
、
都
城
隊
が
奮
戦
し
た
具
体
的
な
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

一般

一般

5 月20日㈰まで、歴史資料館特別展
「戊辰・西南　二つの内戦と都城」で展示

児童



QUIZ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

広 報 都 城 ク イ ズ

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

柔
道
世
界
選
手
権
優
勝
の
志
々
目
愛
さ
ん
、
都
城
市

の
誇
り
で
す
ね
。
努
力
に
勝
る
天
才
な
し
。
ま
さ
に

そ
の
結
果
、
お
見
事
で
す
。

（
山
之
口
町
山
之
口　

Ｋ
・
Ｉ
さ
ん
）

都
城
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
店
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
多
く
の
人
が
都
城
の
こ
と
を
少
し
で
も
知

っ
て
く
れ
た
ら
、
市
の
発
展
に
と
て
も
い
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
連
携
店
が
増
え

て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

（
平
江
町　

ピ
ノ
さ
ん
）

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
包
装
も
で
き

る
だ
け
簡
易
な
も
の
を
買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
が
さ
ま

ざ
ま
な
所
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
利
用
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。（

山
之
口
町
花
木　

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
）

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
薬
師
憲
一
さ
ん
、
人

の
風
景
を
読
ん
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
「
積
み

重
ね
た
努
力
が
実
を
結
ん
だ
日
本
一
」
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
高
崎
町
大
牟
田　

Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

飲
酒
運
転
根
絶
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
「
加
害
者
に
な

る
と
、一
生
背
負
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
」と

車
に
乗
る
た
び
母
が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

（
高
城
町
大
井
手　

Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
）

11月号

■11月号クイズの結果【応募総数117通】
　◎正解／①柔道　②PR　③島津

問　①	災害対応力と後方支援機能の強化
　　　 新○○○○始動！

答		
問　②都城市○○○○納税とマイナンバーの取り組

みで総務大臣表彰を受賞！

答		
問　③１月28日㈰は都城○○○議員選挙です

答		

広報都城の読者の皆さんは、初日の出を楽しみ、
家族そろって初詣に行き、餅やおいしいおせちを
食べ、子どもたちはお年玉をもらって喜ぶなど、
新年になり全てを新鮮な気持ちで楽しんだことで
しょう。

私は、都城市に来て 3 回目のお正月を迎えまし
た。新しいことをたくさん勉強し、友達もたくさ
ん増えました。市民の皆さんとの国際交流を楽し
みながら、とても充実した日々を過ごしています。

昨年、職場の同僚が「なかなかできない」を意
味する「くいまらん」という都城弁を教えてくれ
ました。今までは、くいまらんことが結構ありま
したが、今年こそさまざまなことが「くいまる」
よう取り組んで、元旦の新鮮な気持ちを忘れずに
今年も一生懸命頑張っていきたいと思っていま
す。皆さん、どう
ぞよろしくお願い
します。

2018年が皆さん
にとって、幸せで
素敵な１年になり
ますように！

Vol.10ルイメド・ソヨルマーさん（モンゴル）
あけましておめでとうございます！

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295



フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

POST　CARD

8 8 5 8 5 5 562 円切手を
お貼りください

　

商品提供事業者

都城市役所 秘書広報課 行
（広報都城  Vol.145  2018年1月号）

読者プレゼント今月の

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
　話番号と、わたしの一言や 1 月号を読んだ感想を書
　いて　〒885-8555 　秘書広報課まで。正解者の中か
　ら抽選でプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 1 月31日㈬　当日消印有効
◎発表　本紙 3 月号
◎11月号当選者　中村涼子さん（花繰町）他 4 人

※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募
集しています。詳細については、秘書広報課まで問
い合わせください

JA都城きんかん部会　南茂博さん（山之口町富吉5953-1）　☎57-3194

【キンカンたまたま（1㎏） ３ 組】

ホウレンソウの白あえとニンジンゼリー 一日に5皿の野菜料理を食べよう！
※1人分78kcal、塩分0.6g

ホウレンソウやニンジ
ンなどの緑黄色野

菜は、ビタミン類を多く
含みます。ゴマなどと一

緒に食べるとビタミン類を効率よく摂取できるこ
とから、免疫力を高めることができます。

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

●材料【ホウレンソウの白あえ4人分】
木綿豆腐…100g　ホウレンソウ…90g　赤ピーマン…20g
Ａ		乾燥ヒジキ…4 g　　	Ｂ		ゴマ…大１と1/2		砂糖…小１と1/2
　  濃口しょうゆ…小2/3　　		みそ…小２　濃口しょうゆ…小1/2
【ニンジンゼリー 12個分】
ニンジン…100g　粉寒天…4g　水…２カップ　砂糖…65g
レモン汁…小１　100％オレンジジュース…1/4カップ

●下準備
【白あえ】木綿豆腐・ホウレンソウ…ゆでた後、水切りする
乾燥ヒジキ…水で戻す　赤ピーマン…細切りしゆでる
【ゼリー】ニンジン…薄く切り、柔らかくゆで、水切りする

●作り方
【白あえ】①Ａをからめ弱火で煮て、冷ます
②すり鉢でゴマと豆腐をすり合わせ、ゴマ以外のＢ
を合わせる
③②に赤ピーマン、3cmほどに切ったホウレンソ
ウと①を混ぜる
【ゼリー】①ニンジンとオレンジジュースをミキサ
ーにかけ、レモン汁を加える
②鍋に寒天と水、砂糖を入れ、混ぜながら沸騰させる
③あら熱を取った②に①を加え、型に入れ冷やし固める

　JA都城きんかん部会の
南さんが、丹精込めて育
てたキンカン。収穫した
ての甘酸っぱいキンカン
を南さんの直売所でお渡
しします。ぜひ、ご賞味
ください。

白あえに、柿などの果物を加えてもおいしく
食べられます。



　国内外で活躍する宮崎県出身
者が、クラシックを分かりやす
いトークと演奏で届けるコンサ
ート。木管楽器の柔らかい音色
をお楽しみください。
●日　時　 1 月28日㈰
　　　　　14：00開演
●料　金　一般2,000円
　　　　　高校生以下1,000円
　　　　　親子割2,500円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

編集後記

インフォメーション

都城市現住人口

平成29年12月1日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,523世帯 （7） （268）
人口総数 162,966人 （－61）（－976）
男　　性 76,595人 （－53）（－520）
女　　性 86,371人 （－8） （－456）

※平成27年国勢調査に基づく推計人口です

都城の歴史絵巻のごとく
第10回目の記念となった今年

の都城島津発祥まつりの「明道
館パレード」が11月23日、都城
島津邸から神柱公園の行程で行
われました。都城島津家当主を
筆頭に、私領一番隊やなぎなた
隊などに扮した参加者らが、絢爛豪華に練り歩きました。沿
道に集まった多くの人から感嘆の声がもれ、都城の歴史絵巻
を垣間見るような一日を楽しんでいました。

　4面にホワイトボードを設
置し、ワークショップから小
規模講演会など、さまざまな
用途で利用できます。椅子と
机を自由に配置することも可
能です。

●利用時間　 9 ：00～22：00　※貸し出しは 1 時間単位
●利用料　有料　※詳しくは問い合わせください
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

今月の表紙

スマートフォンから
も市政情報がご
覧になれます

インターネットでも予約できます　 セミナールームB

大人のためのコンサート なるほどクラシック講座
木管楽器の魅力 

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

■MRTラジオ（AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週月～金曜日　9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

地域おこし協力隊だより①

あけましておめでとうございます。１年が過ぎるのはと
ても早いですね。毎年、年末に清水寺で発表される「今年
の漢字」、昨年は「北」でしたが、私の平成29年の漢字は
「知」。文章を書くことの難しさや撮影の難しさ、都城市
のイベントや取り組みなど、日々いろんなことを知ること
ができた 1年でした。また、自分の知識をもっと増やさ
ないといけないと感じることも多かったように思います。
今年も学ぶ姿勢を忘れずに、さまざまなことにチャレンジ
し、 1年後に「今年も楽しい 1年だった」と思えるよう
に後悔なく過ごすと決意しました。（真）

日々の業務
　移住を希望する人の相談対応
や「空き家等情報バンク」の登
録・相談など、移住・定住促進
を行っています。相談者は計画
やイメージが固まっていないこ
とが多く、移住の長所と短所を
紹介しながら、「都城での暮ら
し」を具体化するお手伝いをし
ています。私自身が移住者とい
うこともあり、相談者の不安や

気持ちが分かるので、親身になった対応を心掛けて
います。

これから取り組みたいこと
　以前から福祉に関心を持っていたので、都城
の農業と福祉が結びついた「農福連携」に携
わって、地元の人とのつながりを大切にしてい
きたいです。また、移住者と地元の人をつなげ
るお手伝いもしたいと考えています。
　移住に関することや活動の様子を、フェ
イスブックなどで情報発信していますの
で、ぜひ、ご覧ください。

　地域外の人材を活用し、地域の課題解決に
取り組む「地域おこし協力隊」制度。本市の
隊員の活動をシリーズで紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

鮫島 真理さん
（平成28年8月着任）

市役所の開庁時間	平日8：30～17：15	※土・日・祝日は閉庁
■毎週木曜日
　市民課証明窓口は17：15～19：00まで夜間対応
■図書館での各種証明書発行は終了しました。
　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニで
　各種証明書を発行できます（6：30～23：00）
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